
御
用
唐
人
町
荒
物
唐
物
屋
職
御
由
緒
之
次
第
左
の
通

一
、
元
祖
宗
歓
儀
（
姓
は
達
名
は
越
字
は
宗
歓
吉
州
の
刺
史
達
賢
の
子
半
弓
を
能
す
）

高
麗
國
竹
浦
の
陸
川

崎
と
申
所
の
産
に
而
文
を
學
武
を
練
（
大
明
萬
歴
十
五
年
「
我
天
正
十
五
年
」
）

春
三
月
中
旬

家
族
を
引
率
し
海
浜
に
遊
漁
す
俄
に
大
風
高
波
起
り
立
漁
船
洋
中
吹
流
漂
事

幾
日
既
に
食
尽
飢
て
為
死
干
時
天
道
の
助
を
得
一
小
鯨
船
に
飛
込
み
是
以
て

飢
を
扶
け
万
里
の
波
濤
を
凌
ぎ
終
に
筑
前
黒
崎
の
浜
に
主
従
七
人
漂
着
す
所

の
漁
夫
集
合
し
て
頗
に
令
揚
陸
食
を
与
え
介
抱
す
漸
危
難
を
逃
れ
仍
而
所
の

長
宰
官
尉
に
訴
官
尉
哀
痛
ウ
深
か
く
衣
食
を
賜
り
長
宰
の
別
業
に
止
宿
せ
し

む
其
内
親
戚
家
族
疾
を
請
段
々
死
亡
す
宗
歓
独
り
残
り
て
悲
嘆
紅
涙
に
沈
む

漁
夫
等
為
慰
の
或
時
は
網
を
張
或
時
は
釣
を
垂
れ
鬱
方
を
散
ぜ
し
む
于
時
日

本
天
正
十
九
年
辛
卯
漁
夫
太
蔵
と
申
者
案
内
に
而
大
宰
府
に
参
籠
し
て
身
の

無
事
を
祈
る
此
時
肥
州
の
太
守
龍
造
寺
の
御
親
郷
龍
造
寺
七
郎
左
エ
門
家
晴

様
成
富
十
右
エ
門
尉
茂
安
様
御
登
阪
御
帰
路
の
砌
御
参
詣
漂
流
の
始
末
粗
御

聞
届
御
用
有
之
由
に
而
官
尉
御
届
の
上
佐
嘉
御
連
帰
家
晴
様
御
舘
被
召
置
衣

服
並
扇
子
等
被
為
頂
戴
頓
而
被
召
連
御
登
城
直
茂
様
へ
御
目
見
被
仰
付
御
懇

の
蒙
上
意
其
後
上
々
様
方
被
為
御
目
渡
難
有
奉
存
候
且
又
段
々
御
家
老
様
方

御
屋
敷
へ
御
介
副
御
役
人
御
附
副
罷
上
り
候
処
何
方
様
も
珍
敷
朝
鮮
人
と
被

仰
御
面
談
御
手
許
近
く
被
召
寄
候
而
種
々
御
饗
応
被
下
物
等
色
々
頂
戴
仕
候

然
末
直
茂
様
被
為
召
御
直
朝
鮮
八
箇
道
の
海
陸
嶮
易
人
民
の
強
弱
其
外
御
尋



に
付
差
図
申
上
候
処
於
本
國
父
母
妻
子
あ
り
哉
又
帰
国
の
望
有
哉
御
問
尋
に

付
有
因
忍
夫
而
慈
母
早
世
仕
末
妻
子
の
養
無
夢
仕
候
且
遥
に
洋
海
を
隔
漂
流

の
某
帰
郷
の
期
難
斗
日
本
神
國
因
縁
有
之
と
相
見
候
に
付
願
は
御
慈
悲
を
以

御
國
の
民
と
被
成
度
奉
願
候
処
甚
御
感
悦
被
遊
候
被
仰
下
り
て
将
軍
太
閤
殿

下
朝
鮮
御
征
伐
被
仰
出
加
藤
清
正
一
列
御
手
先
蒙
仰
候
然
処
異
境
の
淵
底
御

不
案
内
に
而
御
軍
議
難
被
御
行
届
某
儀
生
國
事
別
候
者
に
付
至
彼
地
諸
御
用

の
品
々
調
献
第
一
御
軍
中
の
儀
不
残
心
底
申
上
抛
身
命
御
奉
公
仕
候
様
追
々

御
勝
利
の
上
は
一
際
御
褒
美
可
仰
付
と
御
意
難
有
御
請
仕
引
取
候
事

一
、
其
後
毎
々
御
軍
議
御
座
候
末
席
被
召
出
御
問
尋
事
等
不
少
候
処
一
々
奉
申

上
就
中
朝
鮮
八
箇
道
の
見
取
絵
図
御
認
候
毎
日
出
勤
被
仰
候
に
付
罷
出
八
箇

道
の
山
川
嶮
岨
行
程
其
外
巨
細
に
奉
申
上
候
事

附
大
小
袴
着
用
仕
候
様
被
仰
候
に
付
家
晴
様
よ
り
御
大
小
一
腰
十
右
衛
門

様
よ
り
御
袴
為
拝
領
着
用
出
勤
仕
尤
被
召
抱
候
に
付
宗
歓
姓
名
在
名
を
名

字
に
し
て
川
崎
清
蔵
と
名
乗
候
様
仰
付
難
有
奉
存
候
事

一
、
翌
文
禄
元
壬
辰
三
月
朔
日
朝
鮮
御
陣
御
首
途
尤
直
茂
様
に
は
三
月
二
十
日

よ
り
御
馬
廻
り
斗
り
に
而
国
一
丸
御
乗
船
御
引
揚
被
遊
御
登
駕
宗
歓
儀
御
本

船
御
側
近
く
被
召
寄
日
夜
朝
鮮
国
の
振
合
御
乗
船
の
砌
も
猶
又
御
尋
に
候
不

残
心
底
奉
申
上
候
に
付
被
遊
御
感
悦
候
事



残
心
底
奉
申
上
候
に
付
被
遊
御
感
悦
候
事

附
り
御
首
途
の
節
拝
領
仕
候
韋
威
（
な
め
し
が
わ
お
ど
し
）

具
足
大
小
帯
半
弓
所
持

御
供
仕
候

一
、
同
月
下
旬
朝
鮮
釜
山
海
浦
竹
島
へ
御
着
船
慶
州
道
の
五
大
将
奉
防
之
依
之

烈
敷
御
合
戦
其
末
竹
島
と
申
処
へ
御
放
火
奉
敵
者
共
不
残
御
切
捨
御
手
始
御

軍
神
御
血
祭
被
遊
候
某
王
城
其
外
御
案
内
仕
於
所
々
御
合
戦
無
絶
間
上
様
初

め
御
軍
勢
御
血
戦
絶
言
語
候
次
第
右
御
陣
中
御
用
の
品
々
不
少
候
所
時
々
調

献
仕
或
は
商
人
に
相
成
敵
の
城
内
へ
忍
入
敵
の
軍
慮
強
弱
多
寡
兵
糧
玉
薬
等

迄
依
御
意
掠
取
日
夜
抛
身
差
働
候
事

一
、
文
禄
三
甲
午
正
月
太
閤
様
御
朱
印
到
来
日
本
の
諸
軍
勢
一
先
被
召
帰
候
由

に
而
御
供
仕
罷
帰
候
事

附
諸
侯
方
始
永
陣
に
而
至
極
御
難
渋
殊
に
疾
来
病
死
の
御
向
々
不
少
段

相
聞
一
先
御
帰
陣
被
仰
此
段
内
々
承
知
仕
候

一
、
文
禄
五
丙
申
大
明
日
本
の
和
議
不
調
に
付
里
て
大
軍
朝
鮮
被
差
越
候
に
付

直
茂
様
よ
り
御
先
に
勝
茂
様
伏
見
よ
り
御
下
向
同
十
月
二
十
日
伊
万
里
よ
り

御
出
船
に
付
未
だ
御
若
年
殊
に
御
不
案
内
に
付
諸
御
用
弁
と
し
て
宗
歓
儀
御

供
被
仰
候
に
付
随
分
精
を
入
御
奉
公
仕
候
様
蒙
御
意
御
請
申
上
御
供
仕
候
事

附
風
本
（
勝
本
）
に
而
御
越
年
慶
長
二
丁
酉
正
月
無
御
滞
御
渡
海
被
成
慶



に
付
差
図
申
上
候
処
於
本
國
父
母
妻
子
あ
り
哉
又
帰
国
の
望
有
哉
御
問
尋
に

尚
道
金
海
竹
島
昌
原
の
城
に
御
入
被
成
候

一
、
直
茂
様
に
も
追
々
被
遊
御
渡
海
候
処
同
三
月
太
閤
様
御
用
に
付
又
々
御
帰

朝
同
七
月
始
竹
島
昌
原
の
城
に
於
て
御
父
子
様
対
顔
御
互
に
御
無
事
御
悦
被

遊
宗
歓
儀
被
為
召
直
茂
様
よ
り
永
々
忠
勤
神
妙
の
段
被
遊
御
意
御
茶
出
御
用

被
仰
候
依
之
唐
焼
の
キ
ビ
シ
ヨ
ウ
奉
献
の
候
処
殊
の
外
御
吹
聴
被
成
焼
物
一

通
製
作
の
御
法
等
委
敷
御
尋
に
付
一
々
奉
申
上
候
処
兎
角
御
帰
陣
の
節
と
被

仰
残
御
暇
被
下
候
に
付
御
前
を
引
取
候
事

一
、
宗
歓
儀
元
来
高
麗
の
産
に
而
日
本
朝
鮮
の
言
語
好
く
通
じ
候
に
付
依
御
意

日
本
衣
服
に
相
改
彼
国
の
製
作
衣
装
を
用
い
商
人
と
御
仕
立
所
々
の
城
郭
忍

入
陣
中
当
用
の
品
々
売
歩
行
敵
方
の
謀
計
の
次
第
は
不
及
申
軍
勢
の
多
寡
剛

弱
兵
糧
の
多
少
其
外
見
積
り
御
直
に
申
上
候
様
被
仰
付
唐
津
（
康
津
か
）
加

羅
山
蔚
山
其
外
所
々
御
合
戦
の
砌
敵
方
に
忍
入
存
分
見
聞
仕
候
得
共
専
朝
鮮

語
と
申
衣
装
唐
製
着
用
仕
候
に
付
彼
国
の
商
人
被
見
請
咎
候
者
為
之
併
諸
家

の
問
人
は
数
多
被
召
捕
切
害
逢
候
も
の
不
少
候
尤
南
京
城
攻
の
節
城
中
忍
入

罷
在
候
処
大
明
の
大
将
軍
李
移
男
よ
り
被
見
咎
懐
中
穿
鏧
逢
候
処
日
本
の
書

簡
至
所
持
候
に
付
稠
敷
責
訊
禁
獄
及
数
日
不
相
晴
既
に
可
為
切
害
相
究
り
候



由
内
々
承
り
付
為
是
非
場
合
に
其
夜
銀
銭
壱
貫
文
番
兵
へ
与
え
申
欺
獄
屋
を

抜
出
御
本
陣
直
様
被
帰
候
眞
に
万
死
を
出
候
段
御
感
悦
被
遊
候
事

一
、
太
閤
殿
下
御
病
気
の
末
御
他
界
被
成
候
由
に
而
慶
長
三
戌
十
二
月
御
帰
陣

の
刻
賊
船
数
百
艘
奉
慕
候
を
御
討
散
御
引
取
同
十
二
月
筑
前
博
多
へ
御
着
直

茂
様
御
登
阪
に
付
御
供
罷
在
り
大
阪
京
都
其
外
に
初
而
見
物
被
仰
付
難
有
奉

存
候
事

一
、
慶
長
四
己
亥
四
月
御
暇
に
而
直
茂
様
御
帰
国
御
供
仕
罷
帰
候
処
唯
今
住
居

仕
候
場
所
へ
居
宅
仕
候
様
被
仰
付
宗
歓
唐
土
の
産
に
付
町
号
を
唐
人
町
と
御

附
被
下
御
扶
持
（
十
人
御
扶
持
）
被
為
拝
領
朝
鮮
御
陣
中
諸
用
物
相
調
候
御

吉
例
を
以
御
内
外
御
用
荒
物
唐
物
一
手
に
相
納
御
用
屋
職
を
以
無
退
転
子
孫

相
続
致
繁
栄
候
様
御
意
の
赴
家
晴
様
御
書
取
御
披
露
の
上
御
印
を
以
被
為
戴

冥
加
至
極
奉
存
候
事

附
町
号
唐
人
町
よ
り
御
附
住
居
被
仰
付
候
儀
宗
歓
儀
高
麗
の
産
に
而
朝
鮮

吾
人
の
刻
厚
尽
忠
節
仕
候
儀
永
末
に
相
顕
れ
候
通
難
有
御
賢
慮
の
赴
家
晴

様
を
以
被
仰
下
候
に
付
乍
憚
御
同
人
様
に
而
御
礼
奉
申
上
候
偖
又
手
始
並

御
参
勤
御
往
来
共
被
為
渡
御
目
御
酒
拝
領
被
仰
候
に
付
御
っ
吉
例
を
以
キ

ビ
シ
ヨ
ウ
御
茶
出
代
々
奉
献
候
通
被
仰
有
之
候



尚
道
金
海
竹
島
昌
原
の
城
に
御
入
被
成
候

一
、
前
に
書
戴
候
通
キ
ビ
シ
ヨ
ウ
御
茶
出
奉
献
候
砌
陶
器
製
作
の
儀
御
尋
に
付

委
奉
申
上
置
候
処
追
々
被
遊
御
帰
陣
候
段
相
決
候
に
付
御
内
々
宗
歓
被
為
召

御
帰
陣
の
上
為
御
国
産
陶
山
御
仕
立
被
成
度
被
思
召
上
候
依
之
右
細
工
仕
候

者
密
々
相
機
買
連
帰
候
道
は
無
之
哉
と
被
仰
含
候
に
付
吉
州
よ
り
西
南
に
当

り
金
望
山
と
申
所
へ
南
京
細
工
方
功
者
の
者
共
罷
在
候
を
八
人
日
本
渡
来
永

住
陶
山
革
創
の
儀
様
々
申
諭
し
連
渡
御
国
所
の
山
々
試
焼
仕
終
に
有
田
皿
山

三
国
一
の
細
工
土
見
当
り
焼
立
候
以
来
御
国
第
一
の
御
宝
産
と
相
成
候
尤
其

内
一
人
至
熊
山
相
果
申
候
右
の
通
陶
山
御
仕
立
の
基
本
は
宗
歓
儀
朝
鮮
よ
り

細
工
人
連
渡
候
に
付
日
本
名
産
と
相
成
候
御
由
緒
の
次
第
御
吟
味
の
上
珍
敷

家
柄
の
訳
を
以
慶
長
十
六
年
辛
亥
年
荒
物
焼
物
一
職
商
売
被
仰
付
其
段
市
中

御
触
達
に
相
成
十
四
町
の
別
当
中
承
知
の
印
形
御
取
被
下
置
の
段
々
御
高
恩

の
程
冥
加
に
余
り
候
次
第
に
付
其
節
被
為
下
置
候
御
印
の
御
墨
付
相
副
御
扶

持
方
の
儀
は
差
上
地
行
御
用
屋
職
並
右
一
職
を
以
相
相
続
仕
候
事

一
、
二
代
目
川
崎
助
右
衛
門
儀
寛
永
十
五
年
戌
寅
島
原
切
支
丹
御
征
伐
の
刻
御

軍
勢
被
差
越
候
に
付
出
張
被
仰
付
御
陣
場
罷
越
候
所
敵
方
よ
り
出
候
矢
胸
に

立
候
其
時
円
鏡
懐
中
に
在
り
候
故
右
円
鏡
に
矢
当
り
助
命
仕
御
軍
用
の
麻
苧

同
縄
蓆
莚
其
外
一
切
御
用
の
品
々
尖
に
相
納
御
弁
相
整
候
尤
右
円
鏡
於
御
陣

所
焼
相
捨
候
由
右
助
命
仕
候
吉
例
を
以
手
始
円
鏡
の
儀
乍
丸
焼
相
用
候
嘉
例

相
成
居
其
節
の
矢
の
根
干
今
持
伝
来
候
事



一
、
於
御
城
御
能
御
座
候
節
は
拝
見
被
為
仰
候
昼
飯
と
も
被
為
拝
領
成
候
に
付

去
る
文
化
四
年
卯
九
月
御
能
の
節
跡
方
比
竟
拝
見
奉
願
候
元
〆
方
御
役
福
田

庄
蔵
様
よ
り
被
御
達
候
は
如
先
規
拝
見
被
仰
候
に
付
明
六
ッ
時
被
出
元
〆
方

釣
合
候
様
尤
御
時
節
柄
に
付
昼
飯
の
儀
は
不
差
出
段
御
達
相
成
為
拝
見
罷
出

候
事附

御
先
代
様
御
入
部
の
翌
年
御
能
御
座
候
節
も
如
跡
方
拝
見
仰
付
候
偖
又

年
始
並
御
参
勤
御
往
来
と
被
渡
御
目
御
酒
拝
領
仕
献
上
物
の
儀
は
吉
例
を

以
キ
ビ
シ
ヨ
ウ
御
茶
出
差
上
来
候
得
共
五
代
目
勘
四
郎
代
唐
渡
無
之
に
付

三
本
入
御
扇
子
に
被
相
替
其
後
白
麻
（
麻
を
原
料
と
し
て
抄
造
せ
し
白
紙
）

に
被
召
成
尤

轟
木
の
儀
は
打
追
三
本
入
御
扇
子
名
御
披
露
に
而
被
為
御
目
渡
来
候
事

一
、
巡
見
御
上
使
御
下
向
の
刻
は
跡
御
用
の
品
々
諸
納
方
は
不
及
申
御
領
中
附

廻
り
勤
代
々
被
為
仰
付
来
候
手
代
一
人
召
連
候
へ
ば
二
人
前
の
旅
籠
雑
用
代

被
渡
下
偖
又
御
用
品
長
持
入
組
に
〆
持
運
候
に
付
長
持
二
棹
借
物
に
〆
被
差

出
持
夫
八
人
出
来
候
事

附
寛
政
元
年
御
下
向
の
刻
は
七
代
目
勘
右
衛
門
へ
被
付
跡
方
諸
御
用
尖
相

勤
候
天
保
九
年
戌
年
御
下
向
の
節
も
跡
方
の
通
相
勤
来
候
事

一
、
文
化
十
四
丁
丑
松
原
御
神
社
御
再
興
の
儀
被
仰
出
候
代
々
御
重
恩
の
家
筋

に
付
為
冥
加
唐
金
の
御
手
水
鉢
奉
献
候
儀
奉
願
候
処
其
通
被
仰
付
後
見
塘
勘



付
其
時
々
御
達
申
上
置
候
就
中
右
手
水
鉢
奉
献
奉
願
候
刻
尚
又
御
由
緒
御
尋

に
付
太
図
御
達
申
上
置
候
事

附
去
る
寛
政
七
年
卯
正
月
九
日
夜
本
宅
並
抱
屋
敷
共
類
焼
に
逢
抱
屋
敷
の

儀
は
火
元
近
く
諸
御
役
所
年
々
御
用
の
品
々
買
込
商
家
に
持
回
罷
在
候
処

不
図
右
の
出
火
に
付
先
以
本
宅
は
差
置
抱
屋
敷
の
方
早
速
駈
付
相
防
ぎ
候

得
共
皆
以
及
焼
失
本
宅
の
儀
は
火
元
よ
り
は
数
軒
相
隔
居
候
に
付
取
片
付

猶
予
仕
抱
屋
敷
を
重
に
仕
候
処
俄
に
風
替
り
本
宅
へ
飛
火
懸
り
裏
行
手
狭

有
之
候
得
共
外
に
運
出
候
向
無
之
無
余
儀
宗
歓
被
為
下
置
候
御
書
其
外
一

番
に
持
出
置
候
処
風
並
悪
敷
跡
御
用
品
並
諸
道
具
に
火
移
り
猛
火
烈
敷
持

出
置
候
長
持
入
皆
及
焼
失
甚
残
念
千
万
に
奉
存
候
依
之
数
代
連
続
仕
来
御

用
屋
職
及
潰
候
外
無
御
座
参
り
懸
に
付
格
段
御
慈
悲
を
以
御
拝
借
御
救
被

下
御
蔭
を
以
不
相
替
御
用
屋
職
相
勤
罷
在
難
有
奉
存
其
節
及
焼
失
候
品
々

太
図
書
留
相
成
居
分
左
の
通

一
、
直
茂
様
拾
通
勝
茂
様
五
通
其
外
様
よ
り
宗
歓
被
為
下
置
候
御
書
〆
弐
拾
参

紙
並
拝
領
の
韋
威
鎧
壹
両
敵
方
忍
入
候
節
懐
中
仕
候
九
寸
五
分
一
鞘
並
南
蛮

鐵
の
鎧
三
両
朝
鮮
よ
り
持
渡
り
重
宝
仕
候
事

一
、
朝
鮮
御
陣
御
首
途
の
節
八
幡
社
天
満
宮
御
守
錦
袋
入
〆
被
為
拝
領
候
御
守

掛
右
同
断



一
、
拝
領
の
御
上
下
に
御
衣
裳
に
偖
又
上
々
様
家
老
様
方
よ
り
拝
領
仕
候
御
紋

服
並
御
扇
子
御
盃
其
外
諸
品
々
長
持
一
棹
右
同
断

一
、
直
茂
様
よ
り
御
用
荒
物
唐
物
屋
職
御
吉
例
を
以
代
々
被
仰
候
段
上
意
家
晴

様
書
取
御
披
露
の
上
御
印
の
御
書
を
以
被
為
下
置
候
御
書
箱
入
の
儘
右
同
断

一
、
御
由
緒
書
の
儀
は
箱
割
損
じ
濡
浸
有
之
候
へ
ど
も
見
当
り
候
に
付
早
速
板

に
ひ
ろ
け
干
し
立
候
得
共
年
久
敷
相
成
紙
切
れ
損
し
剝
取
候
儀
不
相
叶
に
付

無
余
儀
其
儘
写
取
候
併
紙
ハ
ラ
〱
仕
飛
散
文
字
読
兼
不
行
届
甚
以
残
念
奉
存

候
事

一
、
宗
歓
日
夜
鍛
錬
仕
候
半
弓
並
征
矢
外
高
麗
持
渡
来
候
品
々
右
同
断

一
、
宗
歓
以
来
持
渡
来
候
家
財
諸
道
具
一
切
皆
以
丸
焼
仕
当
惑
千
万
奉
存
候
事

右
の
通
に
御
座
候

以
上

天
保
十
年
寅
六
月

御
用
荒
物
屋
勘
四
郎





一

拝
領
の
御
上
下
に
御
衣
裳
に
偖
又
上
々
様
家
老
様
方
よ
り
拝
領
仕
候
御
紋


